
ライフル        ジャッジトークマニュアル   プレート競技 

メインジャッジ兼サブジャッジ サブジャッジ 

メインジャッジのコール：（以下、「赤文字」で示す） 

「プレート競技の選手は、レンジにお入りください。」 

 

 

 

 

 

 

ターゲットのセッティング完了＋レンジ内立入りなしを確認 

↓ 

「銃口カバーを外してください」 

 

 

「セフティをかけた状態で最初のターゲットに対して１度だけ

サイティング練習を行ってください」 

 

メインジャッジのコール後、サイティング練習をさせる。 

 

自分の担当選手がサイティング練習を完了したかどうか、確認

する。そして、すべてのサブジャッジが合図をしたか確認する。 

自分の担当選手がサイティング練習を完了したら、手を挙げて

メインジャッジに合図をする。 

メインジャッジが了解した時点で、手を下ろす。 

 

「スタンバイ姿勢でお待ちください」 

↓ 

選手がスタンバイ姿勢をとったことを確認し、全てのサブジャ

ッジの合図（挙手）を確認する。 

 

 

 

選手がスタンバイ姿勢をとったことを確認し、手を挙げてメイ

ンジャッジに射撃準備完了を知らせる。 

メインジャッジが了解した時点で、手を下ろす。 

 

「プレート競技 第１ステージ  

スタンバイ・レディ・ゴー！」 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「１分経過」「１分３０秒経過」  

  

「競技終了！」 

「セフティをかけ、銃口カバーを付けてください」 

★ストップウオッチのリセット忘れずに。 

 

 

 

 

 

 

 

・ゴー！と共にストップウオッチを作動させる。 

・「レディ」で銃口を上げた選手には、注意すること。 

・競技中、経過時間や次のプレートの確認の質問をされたときに答えられるよう、心がける。 

・命中して倒れたものの跳ね上がったプレート（いわゆる「ゾンビ」）は、ジャッジの判断で、選手に「ヒット」と

伝えた上で得点にすることができる。 

 

自分の担当選手が「競技終了！」コール前に射撃（最大８発）を終えたら、「競技終了です。」と伝える。 

続いて「セフティをかけ、銃口カバーを付けてお待ちください」と伝える。 

 

第１ステージ終了後、ゾンビが発生した場合など特段の事情があるときは、ターゲットをセッティングする前に、

選手と命中弾数その他の確認を行うよう、心がける。 

競技開始前の選手確認（パーソナルデータ⇒ナンバー・名前を確認） 

 競技開始前の安全確認（銃口カバー／ゴーグル等装着） 



ターゲットのセッティング完了＋レンジ内立入りなしを確認 

↓ 

「銃口カバーを外してください」 

 

 

  

「競技終了！」 

「セフティをかけ、銃口カバーを付けてください」 

「ジャッジとスコアを確認してから退出してください」 

 

★ストップウオッチのリセット忘れずに。 

  

 

2024/04/30 

採点後選手の確認をもらい、パーソナルデータ上に記入。スコア確認後、選手を退出させる。 

 

第２ステージは、第１ステージと同様に競技を行うが、次の点が異なる。 

★第２ステージでは、サイティング練習は行わない★ 


